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豊かな学習保障のための
評価に向けて



豊かな学習保障のための評価に向けて

1. 「指導と評価の一体化」に向けたマネジメントシートの活用、授業改善について

2. 効果的な振り返りについて

3. 「主体的な学習に取り組む態度」の評価に向けて

4. 豊かな学習と評価活動に向けたアプローチについての提案



１．「指導と評価の一体化」に向けたマネジメントシートの活用、授業
改善について

（１）単元計画＝評価活動計画の全体像の見える化（構造化）

３観点に対応する授業内容が単元計画に準備されているかが一目瞭然となる

１時間に３観点すべて？ 主体的に学習に取り組む態度のみ？ １単元に「思考・判断・表
現」が何回も必要（可能）？

 “あれも これも いつも”の評価を避ける

※評価の数で妥当性を担保しようという考えが背景にある。評価を取るための授
業展開になりがち。

※評価は回数ではなく、「評価したいこと・ものが評価できているか」の「妥当性」
が重要。



１．「指導と評価の一体化」に向けたマネジメントシートの活用、授業
改善について

（１）単元計画＝評価活動計画の全体像の見える化（構造化）

○留意点：「目標と評価の一体化」「指導と評価の一体化」を重視することが、「つじつま合

わせ」や形式的な整合性にとどまらないように！

「指導と評価の一体化」の整合性の重視が１時間１時間の指導過程をどう創るか→そ

れが評価と対応しているかだけを意識していると、「単元」を通して形成したい力＝目標に

向かっていかない。単元の全体構造の中で１時間の授業を構想することが重要。

「目標と評価の一体化」についても、目標と評価が一致していれば良い（「目標と評価の

一体化」の形骸化）という理解にとどまると、指導過程の空洞化を招く。



（２）指導改善のための評価

 単元の目標・展開・評価を「見える化」することは、児童生徒の正確な学習状況をつかみ、

「成績」をつけることが第一の目的ではない。節目節目で児童生徒の「わかり具合／わからな

さ」をつかむことで単元の展開や授業内容を修正し、学習を保障するため。

 形成的評価は学習保障のための評価（B.ブルーム、目標の分類学とマスタリー・ラーニン

グ）。児童生徒の学びの様子を見取ることで授業内容・展開・方法を見直し、学習を保障

することが本質的な目的。

 単元計画や次時の授業展開が変わることは良いこと、という意識転換が必要

 授業の流れのまっただ中にいては見えない・気づけない児童生徒の姿がある。児童生徒が書

いた「振り返り」を通して、彼らの側から授業を見直す作業＝リフレクション（教師の省察）

１．「指導と評価の一体化」に向けたマネジメントシートの活用、授業
改善について



２．「振り返り」は重要な学習活動

(1) 振り返る場の設定（対象と時間）が重要
 「振り返り」は授業内容の「まとめ」ではない

振り返る主体は生徒（教師がまとめ、それを書かせることで振り返りを終わせていないか）

 「○○がわかりました」で終わっていないか

何について振り返るかが生徒にとって明示的か（「ねらい」に向けて限定的に問う）

※限定的な問い＝狭い問い､答えが決まっている問い、ではない

「何について」考えるか、振り返るかの限定

「振り返り」のための充分な時間が確保されているか（毎回5分より、3回目に15分と
いう発想も）

→「振り返り」はそれ自体学びの一部（学んだ「後」ではない）



３．「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

「知識・技能」や「思考・判断・表現」に関わっての主体的態度を評価する、という

のが基本的な考え方

教科固有の見方・考え方を働かせて学ぼうとしているかどうかを評価するという点で

は、「思考・判断・表現」と連動した主体的態度の評価が取り組みやすい



○中２・国語「星の花が降るころに」（※塩津中学校の実践報告）

「ヤマ場」（その単元の学習において期待する学びの姿が最も発揮される場所）をどこ

に設定するか？（教材研究から導き出され、多様な設定の仕方がありうる）

• 読み取りを踏まえた上でのスピンオフ作品づくり（塩津中報告）

• 「私は銀木犀の木の下をくぐって出た」の解釈（比喩による描写が豊富なこの物語

の楽しみ方）を伝える活動（実践協力校・一宮聾学校 濱地航平教諭）

→この学習課題に取り組む児童生徒の姿を①期待する思考・判断・表現の中身と②そ

れに付随する態度（向かい方・向き合い方）に分けてみる

３．「主体的に学習に取り組む態度」の評価について



塩津中報告

一宮聾学校 濱地教諭

推敲を重ねながら（主体的態度）、物語の読みを踏まえ
たスピンオフ作品を書く（思考・判断・表現）

この物語の楽しみ方を教える（思考・判断・表現）ことを通して、
場面や描写を結びつけて読むことの良さを味わう（※伝える文章
の中に表現されてくる）（主体的態度）

３．「主体的に学習に取り組む態度」の評価について



教科内容によっては、学習課題に対する粘り強さや自己調整だけでなく、「生活や他の

学習に生かそうとすること」「他者との協調性・協働性」なども「主体的に学習に取り組む

態度」に入れる（協働性、コミュニケーション一般にならないように注意）

３．「主体的に学習に取り組む態度」の評価について



４．学習評価への教材研究・発問アプローチ

「目標−指導−評価の一体化」の形骸化や空洞化を避けるためには、豊かな教

材研究と発問研究（多視点からの教材研究）を行い、単元→各時限の目標を

設定する。

子どもの見取り＝形成的評価による学習保障という点からも豊かな教材研究は

重要。児童生徒が授業目標に到達する仕方＝思考の対象である教材の味わい

方やわかり方は多種多様。それを理解するためには多視点からの教材研究が不

可欠



ご清聴ありがとうございました。

愛知教育大学 竹川慎哉

takekawa@auecc.aichi-edu.ac.jp


